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お札の偽造防止には、どのよう　な技術が使われているのですか？
─ お札の偽造防止技術 ─

2 0 2 4 年（令和 6 年）に発行された日本銀行券
には、①触ってわかる（識別マーク＜深凹版印

刷＞等）、②透かしてわかる（高精細すき入れ等）、③

傾けてわかる（ 3 D ホログラム等）、④道具でわかる
（特殊発光インキ等）、たくさんの偽造防止技術が使わ
れています。

一万円券

── 日本銀行券の図柄 ──

表（肖像）　渋沢栄一 裏　東京駅（丸の内駅舎）

五千円券

表（肖像）　津田梅子 裏　フジ（藤）

千円券

表（肖像）　北里柴三郎 裏　富嶽三十六景「神奈川沖浪裏」（葛飾北斎）

パールインキ

識別マーク
（深凹版印刷）

マイクロ文字
虫眼鏡などで見ると、コピ
ー機では再現できないほど
小さな「NIPPONGINKO」
の文字が見えます。

マイクロ文字

深凹版印刷（額面数字）
インキを高く盛り上げる印
刷技術。触るとざらざらし
ています。

特殊発光インキ
紫外線をあてると、日本銀行
総裁の印章や模様の一部が発
光します。

パールインキ

傾けると、左右両端にピン
クの光沢が見えます。

すき入れバーパターン

縦棒状のすき入れ。券種毎
に本数が異なっています。

識別マーク（深凹版印刷）
指で触って券種を識別できる
マーク。現行の日本銀行券よ
りも触った際に分かりやすい
形（11本の斜線）に統一
し、券種毎に位置を変えるこ
とで券種を識別しやすくして
います。

潜像模様
傾けると、表面は額面数字、裏
面は「NIPPON」の文字が浮び
上がります。

3Dホログラム

肖像が三次元に
見えて回転する
（銀行券への搭
載は世界で初め
て）ほか、肖像
以外の図柄も見
る角度によって
変化します。

高精細すき入れ（すかし）

従来からの肖像のすかしに加
え、背景に高精細なすき入れが
入っています。。

ふかおうはん

一万円券には、さまざまな偽造防止技術が使われています。
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現在使われているお札以外にも、使える日本　銀行券があるのですか？
─ 現在通用する日本銀行券 ─

現行の一万円、五千円、二千円、千円の日本銀行
券は、法貨（国の法律によって通用力を与えら

れた貨幣）として無制限に通用します。では、これら
以外に現在も有効な日本銀行券が何種類あるか知って
いますか。

日本銀行券の発行は、 1 8 8 5 年（明治 1 8 年）の
「旧十円券」（大黒天像　通称：大黒札）以来、

全部で 5 6 種類に上りますが、うち 3 1 種類は法令（注）

により通用力を失いました。この結果、現在も有効な
日本銀行券は、現行券を除いて 1 8 種類となり、その
内訳は次のとおりです。

（注）「兌
だ

換
かん

銀行券整理法」（ 1 9 2 7 年＜昭和 2
年＞）、「日本銀行券預入令」（ 1 9 4 6 年
＜同 2 1 年＞）、および「小額通貨の整理
及び支払金の端数計算に関する法律」

（ 1 9 5 3 年＜同 2 8 年＞）。

まずは、₃種類の一円券で、「旧一円券」（大黒天
像）、「改造一円券」（武

たけの

内
うちの

宿
す く

禰
ね

像）、「い一円券」
（同）です。このうち、「い一円券」は 1 9 4 3 年（昭和
1 8 年）以降発行されたものです。一方、「旧一円
券」・「改造一円券」は、それぞれ 1 8 8 5 年（明治 1 8
年）・1 8 8 9 年（同 2 2 年）に発行が開始されました。
　明治時代に発行された銀行券が現在も通用すると聞
いて、意外に思われる方もいるのではないでしょうか。

次は、1 9 4 6 年（昭和 2 1 年）の新円切り替え
（P . 2 3 参照）に伴って発行が開始されたＡ系列

（コラム参照）の「百円券」（聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

像）、「十円券」
（肖像なし）、「五円券」（同）、「一円券」（二

にの

宮
みや

尊
そん

徳
とく

像）
と、 1 9 5 0 年（同 2 5 年）から順次発行されたＢ系列

の「千円券」（聖徳太子像）、「五百円券」（岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

像）、
「百円券」（板

いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

像）、「五十円券」（高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

像）で
す。

 A百円券  A十円券  B五百円券 B千円券

 B百円券  B五十円券 A一円券 A五円券

改造一円券 い一円券旧一円券

最後は、 1 9 5 7 年（昭和 3 2 年）から順次発行さ
れたＣ系列の「一万円券」（聖徳太子像）、「五千

円券」（同）、「千円券」（伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

像）、「五百円券」（岩
倉具視像） と、 1 9 8 4 年 （同 5 9 年） より一斉に発行
が開始されたＤ系列の「一万円券」（福

ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

像）、「五千

円券」（新
に と べ

渡戸稲
いな

造
ぞう

像）、「千円券」（夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

像）、そし
て 2 0 0 4 年（平成 1 6 年）より一斉に発行が開始され
たＥ系列の「一万円券」（福沢諭吉像）、「五千円券」

（樋
ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

像）、「千円券」（野
の

口
ぐち

英
ひで

世
よ

像）です。

 Ｃ一万円券  Ｃ千円券

 E一万円券

 Ｃ五千円券

 Ｄ一万円券  Ｄ千円券

 E千円券

 Ｄ五千円券

 Ｃ五百円券

 E五千円券

お札の呼び名にアルファベットが付けられるのはなぜ？

　お札には明治以降、発行されたお札を分類するために記号が付されており、改刷（銀行券のデザイ
ンを一新すること）の都度変更されています。
　例えば、2 0 2 4 年（令和 6 年）7 月から発行されている渋

しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

の一万円札、津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

の五千円札、
北
きた

里
さと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

の千円札は「Ｆ」という記号を頭に付けて、それぞれＦ一万円券、Ｆ五千円券、Ｆ千円券
と呼ばれています。Ｆ券の前のお札は「Ｅ」という記号が頭に付いています。ちなみに、守礼門の
二千円札はＤ二千円券と呼ばれています。

　これまでに発行されたお札の呼び名には、下表のような記号が使われています。

使用時期 シリーズ記号

明治中期〜昭和10 （1935） 年頃まで 甲、 乙、 丙、 丁

昭和17 （1942） 年頃〜昭和20 （1945） 年頃まで い、 ろ

昭和21 （1946） 年以降 A、 Ｂ、 Ｃ、 Ｄ、 E、 Ｆ
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お札といえば「すかし」。お札の「すかし」はい　つから使われている？
─ すかしの登場 ─

現行の日本銀行券には、偽造防止策の１つとして
「すかし」が施されています。「すかし」は、紙

の厚さを部分的に薄くする「白すかし」と、逆に部分
的に厚くする「黒すかし」があり、日本銀行券には、
この両者を組み合わせた精巧な「白黒すかし」が使わ
れています。手抄き和紙の伝統技術に支えられたわが
国のすき入れ技術は、濃淡の差がシャープで立体感が
あり、世界ナンバーワンと言われています。

す「 かし」の技術は古く、中国では 1 0 世紀から、
ヨーロッパでは 1 2 世紀から、わが国でも 1 5 世

紀から存在していたとされています。

もっとも、「すかし」がお札に使用されるように
なったのは 1 7 世紀からと言われており、例え

ば、スウェーデンのストックホルム銀行（ 1 6 6 1 年
に世界で最初の銀行券を発行）が 1 6 6 6 年に発行し
た銀行券に、「ＢＡＮＣＯ」の文字がすき入れられて
います。

　「白すかし」は、便箋などにも使われていますが、「黒すか
し」は、わが国では「すき入紙製造取締法」によってその
製造が規制されています（政府または特別に許可を受けた
者以外は作る事が出来ません）。

では、わが国で「すかし」がお札に登場したのは
いつ頃だったのでしょうか？

江戸時代中期頃に発行された藩札の一部や、為替
会社（殖産興業政策の一環として 1 8 6 9 年＜ 明

治₂年＞に設置された金融機関）が発行した紙幣には、
簡単な文字や模様がすき入れられていました。また、
1 8 8 2 年（明治 1 5 年）に発行された「神

じん

功
ぐう

皇
こう

后
ごう

像」
の「改造紙幣五円券」（政府紙幣）には、トンボと桜花
が「白すかし」ですき入れられています。

トンボ

桜花

改造紙幣五円券

見
本

ところで、日本銀行券の場合はどうだったのでしょ
うか？

日本銀行券の「すかし」は、最初の日本銀行券、
つまり 1 8 8 5 年（明治 1 8 年）に発行された

「旧十円券」（通称「大黒札」）から採用されています。
この銀行券には、「黒すかし」で分銅や打ち出の小槌、
巻物などが、「白黒すかし」で日本銀行券の文字と桜花
がすき入れられています。それ以降、日本銀行券には、
戦後間もなく発行された「Ａ十円券」、「Ａ五円券」、

「Ａ一円券」、 「Ａ十銭券」、 「Ａ五銭券」の₅種類を除き、
ほぼ一貫して「すかし」が使われています。

日本銀行券の文字

打ち出の小槌 分銅

巻
物

宝
鍵

宝
珠
の
玉

桜花
旧十円券

お札の表に印刷されているアルファベットと数字は何？

　このアルファベットと数字は「記番号」と言います。2 0 2 4 年（令和 6 年）7 月から発行されてい
るお札は、アラビア数字 6 桁の数字を挟んでアルファベット 2 4 文字が、頭と末尾に 2 文字ずつ組み
合わされていて、「 A A 1 2 3 4 5 6 B B 」というように表されています。アルファベットは全部で 2 6
文字ありますが、Ｉ（アイ）とＯ（オー）は数字の 1 と 0 に間違いやすいために使われていません。
数字は、「 0 0 0 0 0 1 」から「 9 0 0 0 0 0 」までの 9 0 万記号が使われています。
　これらの組み合わせにより、記番号は、2 , 9 8 5 億 9 , 8 4 0 万枚で一巡します。

見
本

Ｆ一万円券のすかし
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皆さんは、銀行券には一体どのくらいの数の色が
使われているか、知っていますか？

お札の印刷は色の組み合わせにより、①お札を美
しく見せたり、②偽造しにくくしたり、③券種ご

とに基調色を設けることで券種の区別をしやすくする、
といった効果があります。日本銀行券は、時代の移り
変わりとともに多色刷りとなってきており、F 券で
は、表面に 1 3 色、裏面に₇色用いられています。券
種ごとの刷色数は右表のとおりです。

なお、微妙な色合いを特徴とする日本のお札は、
一見しただけでは何色使われているか判別しに

くいかもしれません。どの部分に何色使われているか、
「一万円券」を例にとって刷色内訳を右に示しますので、
一度じっくりとご覧下さい。

お札にはどのくらいの数の色が�
� 使われているのですか？

▼ F 券の刷色数

▼ F 一万円券の刷色数内訳

使われている色の数が最も少ないお札は？

　ちなみに、わが国で発行されたお札の中で最も刷色数の少ないお札は、1 9 2 7 年（昭和 2 年）
の金融恐慌時に発行された「乙二百円券」です。今では到底考えられないことですが、この「乙
二百円券」は極めて短期間に製造されたこともあって、表面の印刷が 2 色、裏面は印刷なしの無地
という状態でした。

乙二百円券（表） 同（裏）

─ お札の印刷に使われる色の数 ─ ─ 「2」の付く日本銀行券 ─

表面 裏面

一万円券 13 7

五千円券 13 7

千円券 13 7

表 面

地模様：9色
肖像、文字、山桜、唐草模様
等：2色
印章と記番号：それぞれ1色

裏 面
地模様、印章：6色
東京駅（丸の内駅舎）、文字
等：1色

　二千円券　

二千円券の図柄は、表面に首里城の城門の１つで
ある「守礼門」が採用され、裏面の左側には約

1 0 0 0 年前に記された源氏物語を元に描かれた「源氏
物語絵巻」の一場面に詞書を重ねあわせたものを配し
ています。また、裏面の右側には、源氏物語の作者で
ある紫

むらさき

式
しき

部
ぶ

の絵が描かれていますが、銀行券の図柄に
女性の人物像が登場したのは初めてのことです。

二千円券の他にも�
� 2 の付くお金があるって本当？

同（裏）

　二十円券　

二十円券は 1 9 1 7 年（大正₆年）発行の「甲二十
円券」（菅

すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

像）と 1 9 3 1 年（昭和₆年）
発行の「乙二十円券」（藤

ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

像）の₂種類です。前
者は額面の表示が右横書き、後者は縦書きであったほ
か、後にも先にも日本銀行券で二十円券はこの₂種類
だけだったことから、それぞれ「横二十円」、「縦二十
円」と呼ばれることもあります。

　二百円券　

また、二百円券については、1 9 2 7 年（昭和₂年）
の金融恐慌時に緊急発行された裏面が白地の

「乙二百円券」（通称：裏白二百円券）と 1 9 4 5 年（同

2 0 年）に発行された「丁二百円券」（藤原鎌足像）お
よび「丙二百円券」（武

たけの

内
うちの

宿
すく

禰
ね

像）の₃種類です。

乙二百円券

現在発行されている二千円券の他にも、「₂」の
付くお金はあります。かつては国立銀行が二円

紙幣を発行したこともありますが、日本銀行が発行し

た「₂」の付く銀行券としては、二十円券、二百円券、
二千円券の₃券種があります。それぞれについて見て
みましょう。

乙二十円券

二千円券（表）

甲二十円券

丁二百円券 丙二百円券
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「大黒札」、「裏白二百円」、他にも通称を持つ  お札はあるのですか？
─ 通称  で親しまれている日本銀行券 ─

これまでに「裏白二百円」、「横二十円」、「縦二十
円」など、通称を持つ日本銀行券が登場しまし

た。ここでは、通称で親しまれている日本銀行券を紹
介します。

まずは、「分銅五円」の通称で親しまれている「改
造五円券（菅

すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

像）」（ 1 8 8 8 年＜明治 2 1
年＞）です。このお札の呼称は、表面に重さを秤る分
銅の形が描かれているほか、地紋にも小さな分銅が描
かれていることに由来します。このお札は、1 8 8 6 年

（明治 1 9 年）に発行された「旧五円券（大黒天像）」
（通称「大黒札」の１つ）の改良（注）を目的に発行さ
れた改造券で、初めて歴史上の人物像を採用した日本銀
行券です。なお、大黒札には、旧五円券のほか旧一円
券（現在も有効）、旧十円券、旧百円券（いずれも
1 8 8 5 年＜明治 1 8 年＞発行）があり、図柄に商売や
農業の神様である大黒天の座像が描かれているところ
から、こう呼ばれています。

（注）大黒札は、偽造防止のため青色インクを利用していました
が、化学反応を起こしやすい原料（鉛白）が含まれていた
ため、温泉地等では硫化水素と化学反応を起こして黒色に
変化し、かえって偽造が容易になったほか、紙質強化を目
的としてこんにゃく粉を混ぜていたためねずみや虫の被害
が多発したと言われています。

次は、旧五円券と同様の理由から「旧百円券」を
改造して発行（ 1 8 9 1 年＜明治 2 4 年＞）され

た「改造百円券（藤
ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

像）」です。このお札は、
「メガネ百円」、「メガネ札」、「メガネ鎌足」などと呼ば
れています。その理由は、表面の周囲地紋の形がメガネ
に似ているためです。「メガネ鎌足」は、その後改刷
され「甲百円券（藤原鎌足像）」として発行（ 1 9 0 0
年＜ 明治 3 3 年＞）されましたが、このお札の裏面に
紫色が多用されていることから、「むらさき百円」、「裏
むらさき百円」、「むらさき」などという通称で親しま
れています。なお、「メガネ百円」は、日本銀行券の中
で最も大きいお札です（縦 1 3 0 ｍｍ×横 2 1 0 ｍｍ）。

大黒札（旧一円券）

分銅五円

メガネ百円

むらさき

最後は、「表
おもて

猪
いのしし

」、「裏
うら

猪
いのしし

」と呼ばれるお札です。
「表猪」は、「旧十円券」を改造（理由は前述と

同様）して発行された「改造十円券（和
わ

気
けの

清
きよ

麻
ま

呂
ろ

像）」
で、1 8 9 0 年（明治 2 3 年）に発行されました。この
お札は、表面に₈匹の猪が配されていたため、後に

「表猪」と呼ばれるようになりました。一方、「裏猪」
は、「表猪」を改刷して発行（1 8 9 9 年＜明治 3 2 年＞）
された「甲十円券（和気清麻呂像）」で、裏面中央に
１匹の猪が描かれていたため「裏猪」（または単に

「いのしし」）と呼ばれるようになりました。

ちなみに、『続日本紀』によれば、時の称
しょう

徳
とく

天皇
に代わり弓

ゆ

削
げの

道
どう

鏡
きょう

が皇位を継承しようとした
際、和気清麻呂がこの企てを阻止し、これに立腹した

道鏡が手先を遣って清麻呂を暗殺しようとした瞬間、
猪 3 0 0 匹が現れ彼を守ったという伝説があります。

裏猪

お札で円のローマ字表記を 「ＹＥＮ」 としているのはなぜ？

　 1 8 7 2 年（明治₅年）発行の政府紙幣「明治通宝」のほか、日本銀行券についても、 1 8 8 5 年
（同 1 8 年）の初めての発行以降すべて円は「ＹＥＮ」と表示されています。
　「円」を「ＥＮ」ではなく、「ＹＥＮ」と表記している根拠は、はっきりとしていませんが、以
下のようなさまざまな見方があります。
（₁）発音上の理由

 　　�「ＥＮ」は外国人が発音すると 「エン」 より 「イン」 に近いものとなるとして、子音Ｙを付け
て 「ＹＥＮ」 としたのではないかとの見方です。ちなみに、幕末日本を訪れた外国人の記録
には、「江戸」を英語で「ＹＥＤＯ」と表現したものがあります。 

（₂）諸外国の語句との区別

 　　�「ＥＮ」 は、オランダ語では 「〜と」、「そして」 の意、スペイン語、フランス語では 「〜の中
に」の意で頻繁に使用されるため、これらとの混同を回避したとの見方です。 

（₃）中国の「圓（ユアン）」からの転
てん

訛
か

 　　�中国の「元」紙幣は、表に 「〇圓」、裏に 「ＹＵＡＮ」 と表示されていました。これが 「ＹＥ
Ｎ」に転訛したとの見方もあります。 

表猪

見
本
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日本で最大の貨幣は何？日本で最初の貨幣は何？

律令に基づく中央集権国家の建設を目指した日本
では、中国の金属製のお金（銭

せん

貨
か

）を手本にし
て、7 世紀後半から貨幣がつくられました。これが日
本で最初に国家によって鋳造された銅銭、「富

ふ

本
ほん

銭
せん

」
です。

富「 本銭」は、銅とアンチモンの合金で、外形が丸
く中央に四角い穴があいた円形方

ほう

孔
こう

銭
せん

でした。
都づくりのため貨幣として流通させたとする説のほか
に、まじない用の銭貨とする説もあります。

ちなみに、当時、文字や文様がない「無
む

文
もん

銀
ぎん

銭
せん

」
があったことも知られています。「無文銀銭」は、

銀片を貼って重さが約 1 0 g に整えられており、銀の
地金価値で使われていたものではないかと考えられて
います。

日『 本書紀』には、6 8 3 年に銀銭の使用を禁じ、銅
銭の使用を命じたことが記されていますが、奈

良文化財研究所による飛鳥池遺跡（奈良県明日香村）
の発掘調査で、この使用を禁じられた銀銭が「無文銀
銭」で、使用を命じられた銅銭が「富本銭」であるこ
とが明らかになりました。これにより、「富本銭」が、
これまで国家により鋳造された日本で最初の貨幣と考
えられていた「和

わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

」よりさらに古い貨幣である
ことがわかりました。

　「和同開珎」は、唐（中国）の先進的な文化や制度を積極的に取り入れようとしていた当時の律令
国家によって、唐の「開元通宝」をモデルとして 7 0 8 年（和銅元年）にまず銀銭が、その後、銅銭
が発行されました。国家は、銭貨を製造する役所「鋳

じゅ

銭
せん

司
し

」でそれらの銭貨を独占的に生産し、発
行を管理し、偽

にせ

金
がね

づくりも禁止しました。
　貴族や役人の給料の一部のほか、平城京の造営といった国
家プロジェクトにあたる労働者の日当・資材の購入代金が、

「和同開珎」で支払われました。平城京では、人々は給料とし
て受け取った銭貨を使って市で食料や工芸品などを購入して
いましたが、引き続き米や絹、麻の布などもお金として使わ
れました。
　また、全国的にお金が流通することを目指して、米や布な
どのほかに「和同開珎」でも税を納められるようにしました。

和同開珎とは？

天「 正
しょう

長
なが

大
おお

判
ばん

」と呼ばれる金貨です。

これは、豊臣秀吉が彫金師の後
ご

藤
とう

徳
とく

乗
じょう

らに命じ
て、 天正 1 6 年（1 5 8 8 年）から造らせた大型

の金貨の１つで、長径が約 1 7 c m 、短径は約 1 0 ｃ
ｍあります。 この大判は、日常取引用のいわゆる通貨
としてではなく、恩賞用など特殊な目的に用いられる
ことが多かったようです。

なお、大判の表面には「拾両」および「後藤」の
文字と「花

か

押
おう

」（様式化された自筆の判）が墨
書きされています。ちなみに、「拾両」というのは額
面金額ではなく、重さが約 1 6 5 g であることを示し
ています。

てん

天正長大判

富本銭（左）と無文銀銭（右）
（写真提供／奈良文化財研究所）

開元通宝

和同開珎の銀銭（左）と銅銭（右）
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日本で最も古い紙幣は、安土桃山時代末期、1 6 0 0
年頃に伊勢山田地方（現在の三重県伊勢市）で

流通し始めた「山
やま

田
だ

羽
は

書
がき

」であると言われています。

山「 田羽書」は、伊勢神宮の神職であった山田御
おん

師
し

（祈
き

祷
とう

奉
ほう

賽
さい

を行う神官で商人も兼ねていました）
によって秤量（ひょうりょう

しょうりょう）銀貨の釣り銭の代わりに発行
された、端数銀貨の預かり証（端

は

書
がき

）でした。当時、
銀貨は額面を持たず、重さを量って使う秤量貨幣だった
ので、端数を調整するために切

きり

遣
づか

い（必要な目方だけ
切って使用）する習慣がありました。しかし、元和年間

（ 1 6 1 5 〜 2 4 年）に幕府が銀貨の切遣いを禁止した
ため、羽書は端数処理の簡便化に役立ちました。後に、
一定の額面を持つようになり、伊勢神宮信仰にも支え
られた山田羽書は、人々の非常に高い信用を得て、単
なる預かり証から次第に人々の間で流通する紙幣とし
ての役割を果たすよう
になりました。また、

「山田羽書」の影響を
受けて周辺地域でも有
力商人による羽書の発
行が見られるようにな
り、これらの私札は後
の藩札の元になったと
言われています。

では、わが国で最初に発行された日本銀行券は何
だったのでしょう。

　それは、1 8 8 5 年（明治 1 8 年）₅月₉日に発行された
「旧十円券」です。この銀行券は銀貨兌換券で、券表面に
は「此券引かへに銀貨拾圓相渡可申候也」と記されて
います。

日本で最も大きいお札と�
� 最も小さいお札は？

日本最古の紙幣と最初の日本銀行券は何？

　ちなみに、世界で最初の銀行券は、スウェーデ
ンにおいて 1 6 6 1 年に、重くて大きい銅板貨幣の
代わりに、ストックホルム銀行が発行した信用券
であると言われています。

世界で最初の銀行券は？

山田羽書

皆さんは、わが国で製造・発行されたお札の中で
一番大きいお札は何か、そしてそのサイズはど

れくらいかご存知ですか？

それは、 1 8 9 1 年（明治 2 4 年）に発行された藤
ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

が描かれた「改造百円券」で、大きさは、
縦 1 3 0 ｍｍ、横 2 1 0 ｍｍというものです。これは、
現行の一万円券より縦横ともに 5 0 ｍｍほど大きいお
札で、A 4 サイズ（この冊子のサイズ）の約半分の大
きさと言えばイメージしやすいかもしれません。

ちなみに、世界に目を転じると、 1 3 7 5 年 （天授
元年） に発行された中国明代の 「大

だい

明
みん

通
つう

行
こう

宝
ほう

鈔
しょう

」
（縦 3 3 8 ｍｍ、横 2 2 0 ｍｍで A 4 サイズよりやや大
きい）が最も大きいお札と言われています。

では、わが国で一番小さいお札は何かというと、
1 9 4 8 年（昭和 2 3 年）に発行された「Ａ五銭券」

です。梅の花が描かれたこのお札は、縦 4 8 ｍｍ、横
9 4 ｍｍと小型で、戦後すぐに発行された小額券だっ
たこともあって、すかしもなく、記号だけが印刷され
た簡単なお札でした。

　なお、世界の小さいお札にはどのようなものが
あるかというと、1 9 1 5 年（大正₄年）から 1 9 1 9
年（同₈年）にロシアで発行された「切手紙幣」

（縦 3 1 ｍｍ、横 2 4 ｍｍ）のほか、第一次大戦の
戦中戦後、 1 9 1 4 年 （同₃年） から 1 9 2 3 年 （同
1 2 年）のドイツでの超インフレ時代に州・市町
村単位で発行された「ノートゲルト」という小額
代用紙幣が挙げられ、縦横ともに 1 8 ｍｍという
ものもあったと言われています。

世界の小さいお札

改造百円券

大明通行宝鈔

Ａ五銭券

ノートゲルトストックホルム銀行券（1666年） 切手紙幣

旧十円券
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肖像の位置は右側と決まっているのですか？

日本銀行券の肖像はこれまで券表面の右側に描か
れるのが殆どでしたが、Ｃ五千円券の肖像は、

券表面の中央に描かれています。これは、肖像にＣ
一万円券と同じ聖徳太子が採用されたためです。銀行
券の大きさは違いますが（Ｃ五千円券の方が縦₄ｍｍ、
横₅ｍｍ小さい）、同じような色調で同じような肖像
を用いたＣ五千円券とＣ一万円券との区別を容易にす
るための工夫だったのです。

また、一度だけ左側に描かれたこともあります。
それは、1 9 1 5 年（大正₄年）に発行された「乙

十円券」で、肖像には和気清麻呂が使われています。
もっとも、銀行などでお札を勘定する際には、従来よ
り左手でお札を持ち肖像と向き合うようにして数える
のが一般的であるため、このお札が発行された当時、

「十円札だけ肖像が確認しにくく不便」との声が寄せ
られました。それ以降、肖像が表面左側にレイアウト
されることはなくなったそうです。

日本銀行券では現行紙幣を含めて 1 9 名、政府紙
幣（注）では₂名が登場しており、具体的には右の

とおりです。

ちなみに日本銀行券の表面に女性の肖像が採用さ
れたのは、五千円券の樋

ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

が初めてです。
なお、政府紙幣まで含めると、右表のとおり「神

じん

功
ぐう

皇
こう

后
ごう

像」が使われたことがあります。これは、1 8 8 1 年
（明治 1 4 年）〜 1 8 8 3 年 （同 1 6 年） に政府紙幣であ
る「明治通宝」の偽造対策として発行された改造紙幣
で、一円券、五円券および十円券の３種類がありまし
た。

眼鏡をかけている人、髭
ひげ

のない人

まず、眼鏡をかけているのは、北里柴三郎（Ｆ千
円券）、新渡戸稲造（Ｄ五千円券）、日本銀行総

裁も務めた高橋是清（Ｂ五十円券）だけです。また、
肖像に使われた人物の多くは髭があり、髭のない人物
には、渋沢栄一（Ｆ一万円券）、福沢諭吉（Ｄおよび
Ｅ一万円券）、二宮尊徳（Ａ一円券）と岩倉具視（Ｂ
およびＣ五百円券）、そして女性である津田梅子（Ｆ
五千円券）、樋口一葉（Ｅ五千円券）がいます。

お札に肖像として描かれた人  物にはどのような人がいますか？
─ 日本のお札の肖像あれこれ ─

改造十円券

お札に肖像が利用される理由は？

大きな理由としては、₂つ挙げることができます。

第₁は偽造防止のためです。私たちは人の顔を見
分けることに慣れているため、銀行券の肖像が

ほんの少しでもずれたりぼやけたりしていると違和感
を持ち、偽造防止に繋がります。第₂は人々に親近感
を持ってもらうためです。その国で良く知られている
政治家、文化人、有名人などを描き、その人物の業績
などを再認識して親近感を持ってもらうとともに、銀行
券自体についても認識を深めてもらう狙いがあります。

肖像の人物選定に
　　　基準はあるのでしょうか？

お札に使用される肖像の人物選定に明確な基準が
あるわけではありませんが、注意が払われてい

る点はいくつかあります。例えば、①極力実在の人物
で、業績があり知名度も高く親しみやすいなど、国民
から尊敬され日本を代表するような人物であること、
②偽造防止の観点から、簡単に複製できず、かつ人の目
を引く特徴のある顔であることなどです。

乙十円券C五千円券 C一万円券

B五十円券
（注）政府紙幣とは、1 8 6 8 年（明治元年）から 1 8 7 2 年（同₅

年）にかけて政府が発行した紙幣で、太政官札、大蔵省
兌換証券、開拓使兌換証券、明治通宝などがあり、1 8 7 8
年（同 1 1 年）に明治通宝に統一されました。なお、
1 8 7 2 年（同₅年）には「国立銀行条例」が制定され、
1 8 7 3 年（同₆年）以降は「国立銀行券」も発行されま
した。

A一円券

B五百円券

D一万円券

D五千円券

人 物 名

日本銀行券

（戦前）
菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

、和
わ

気
けの

清
きよ

麻
ま

呂
ろ

、武
たけの

内
うちの

宿
すく

禰
ね

、
藤
ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

、日
や ま と

本武
たけるの

尊
みこと

（戦後）
二
にの

宮
みや

尊
そん

徳
とく

、岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

、高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

、
板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

、聖徳太子、伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

、
福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

、新
に

渡
と

戸
べ

稲
いな

造
ぞう

、夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

、
樋
ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

、野
の

口
ぐち

英
ひで

世
よ

、渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

、
津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

、北
きた

里
さと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

政府紙幣 神
じん

功
ぐう

皇
こう

后
ごう

、板垣退助

F一万円券

F千円券
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ところで、聖徳太子像がこれだ
け多くの日本銀行券に採用さ

れた理由は何でしょう？　それは、
①「十七条の憲法」を制定したり、
仏教を保護したり、中国との国交回
復や遣隋使の派遣により大陸文化を
採り入れるなど、内外に数多くの業
績を残したため、国民から敬愛され
知名度も高いこと、②歴史上の事実
を実証したり、肖像を描くための
しっかりした材料があること、が大
きな理由のようです。

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

で、1 9 3 0 年（昭和₅年）に発行が始まっ
た「乙百円券」に初めて採用されて以来、「銀

行券の顔」として最も多く登場（戦前₂回、戦後₅回）
しています。また、登場回数もさることながら、Ｃ
五千円券とＣ一万円券は、四半世紀以上にわたって発
行され（戦後に発行された日本銀行券では、発行期間
が最も長い）、長年、国民に親しまれました。このため、
いつのまにか国民の間に、「聖徳太子は日本銀行券の

代名詞」というイメージが浸透していったようです。
さらに、聖徳太子像は、いずれも発行当時の最高額券
に採用されたことから、「聖徳太子＝高額のお札」と
いうイメージもあるようです。もっとも、聖徳太子像
を使わない日本銀行券が発行されてから長い年月が経
過しているため、こうしたイメージは徐々に薄れつつ
あるかもしれません。

日本のお札に最も多く登場した人物は？

日本のお札の肖像で最も長く使われた人物は？

　歴史上の人物で、肖像として一番長く使われたのは誰
なのでしょう？ そして、どのような銀行券なのでしょ
う？ それは、1 8 8 9 年（明治 2 2 年）₅月₁日から発行
された「改造一円券」の武

たけの

内
うちの

宿
すく

禰
ね

です。この改造一円券
は、1 9 5 8 年（昭和 3 3 年）1 0 月₁日に発行が停止され
ましたが、法律上は現在も使える銀行券（Ｐ.₃参照）
で、1 3 0 年以上の歴史を有しています。
　ちなみに、この改造一円券は、日本銀行が 1 8 8 5 年

（明治 1 8 年）₉月₈日から発行した 「旧一円券」 の改良
を目的に発行されたものですが、歴史上の人物に限定し
なれけば、旧一円券に描かれている大黒天像が最も長く
使われていることになります。
　なお、通用期間が最も短かった肖像付きの銀行券は、
和
わ

気
けの

清
きよ

麻
ま

呂
ろ

の「ろ十円券」と聖徳太子の「ろ百円券」で
す。これらは、1 9 4 5 年（昭和 2 0 年）₈月 1 7 日から
発行されましたが、約₆ヶ月後の翌年₃月₂日、新円切
り替えに伴い発行が停止され、通用力も失いました。（注）

（注）発行期間では、1 9 2 7 年（昭和₂年）の金融恐慌時に発行さ
れた乙二百円券（通称：裏白二百円券）が約₂週間と最短

（Ｐ.₈参照）でした。もっとも、この銀行券の通用期間は、
1 9 4 6 年（昭和 2 1 年）₃月₂日までの約 1 9 年だったほか、
この銀行券に肖像は描かれていませんでした。

Ｂ千円券
1950年（昭和25年）₁月 ７ 日

い百円券
1944年（昭和19年）₃月20日

ろ百円券
1945年（昭和20年）₈月17日

Ｃ五千円券
1957年（昭和32年）10月1日

Ａ百円券
1946年（昭和21年）₃月1日

Ｃ一万円券
1958年（昭和33年）12月1日

なお、G H Q（連合国最高司令部）は 1 9 4 6 年（昭
和 2 1 年）、かつて日本政府が決定した「肖像

に相応しい人物」について、「聖徳太子以外は、軍国
主義的な色彩が強いため、肖像として使用することを
認めない」としました。この時、聖徳太子についても

議論があったようですが、当時の一
いち

萬
ま

田
だ

日銀総裁は
G H Q に対し、「聖徳太子は『和を以って貴しとなす』
と述べるなど、軍国主義者どころか平和主義者の代表
である」 と主張して、その存続について G H Q を押し
切ったと言われています。

ろ百円券

ろ十円券

改造一円券

旧一円券

乙百円券
1930年（昭和₅年）₁月11日

見
本

見
本

見
本

見
本

見
本

見
本

見
本

見
本

見
本
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お札に登場した動物にはどんなものがありま  すか？

銀行券のデザインには、肖像のほか、動物や風景
が採用されることが少なくありません。

１ 8 8 5 年（明治 1 8 年）に最初の日本銀行券（旧
十円券）が発行されて以来、日本銀行券には₈

種類の動物が登場しています。まず、通称「大黒札」
と呼ばれている「旧十円券」などにねずみが、「改造
十円券」（ 1 8 9 0 年＜明治 2 3 年＞）および「甲十円券」

（ 1 8 9 9 年＜同 3 2 年＞） に猪が描かれています。 表に
猪が描かれている「改造十円券」は通称「表

おもて

猪
いのしし

」、裏
に猪が描かれている「甲十円券」は「裏

うら

猪
いのしし

」と呼ばれ
ています（P . 1 0 参照）。また、「い五銭券」（ 1 9 4 4 年 

＜昭和 1 9 年＞）に馬、「Ａ一円券」（ 1 9 4 6 年＜同 2 1
年＞）にニワトリ、「Ａ十銭券」（ 1 9 4 7 年＜同 2 2
年＞）に鳩、「Ｃ五千円券」（ 1 9 5 7 年＜同 3 2 年＞）
にライオンが描かれています。そして、1 9 8 4 年（昭
和 5 9 年）に発行された「Ｄ一万円券」には国鳥であ
る雉

きじ

が、「Ｄ千円券」には特別天然記念物に指定され
ている丹頂鶴が描かれています。

なお、このほか、鳳
ほう

凰
おう

（古来瑞兆として尊ばれる
想像上の鳥）が何回か登場しており、E 一万円

券には平等院に据えられている鳳凰像が描かれていま
す。

ちなみに、1 8 6 8 年（明
治 元 年 ） か ら 1 8 7 2

年（同₅年）にわが国政府が
発行した「政府紙幣」には、
鳳凰や竜、竜馬といった想像
上の動物のほか、孔雀、千鳥、
トンボ、貝が描かれています。

旧十円券（ねずみ） 甲十円券（猪） い五銭券（馬）

Ａ一円券（ニワトリ） Ａ十銭券（鳩） Ｃ五千円券（ライオン）

Ｄ一万円券（雉） Ｄ千円券（丹頂鶴） ろ十円券（鳳凰）

明治通宝（表：鳳凰、竜） 同（裏：孔雀、千鳥、トンボ、貝）

民部省札（竜馬） 五十銭紙幣（トビ）

また、1 9 3 8 年（昭和 1 3 年）、日中戦争の拡大を
背景に金属資材が不足し、貨幣の鋳造が困難と

なった際に制定された臨時通貨法に基づき、政府が発

行した五十銭紙幣（ 1 9 4 2 年＜昭和 1 7 年＞）にはト
ビが描かれています。
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軍「 票」とは、「軍用手票」の略称で、 戦時中、 占領
地区において軍費を賄

まかな

うために政府が発行した
お札の一種です。わが国では、1 8 9 4 年（明治 2 7 年）
に勃発した日清戦争時に₅種類の軍票が初めて発行さ
れました。その後も日露戦争、日中戦争、太平洋戦争
など、対外戦争の都度発行され、太平洋戦争時には実
に 5 0 種類以上の軍票（「南方開発金庫券（注）」を含む）
が発行されました（下表参照）。

（注）「南方開発金庫券」は、
東南アジア・西南太平洋
の作戦地域へ資金供給等
を 行 う た め、1 9 4 2 年

（昭和 1 7 年）に政府が
設立した「南方開発金庫」
発行の軍票です。同年以
降、「軍票」は「南方開
発金庫券」と呼称されま
した。

皆さんは、「金座」という言葉を聞いたことがある
でしょうか？

金「 座」とは、江戸幕府から大判を除くすべての金
貨の製造を独占的に請け負った貨幣製造機関の

ことで、金貨の製造のほか、通貨の発行という現在の
中央銀行業務に相当する役割を担っていました。

金「 座」の初代の長となった後
ご

藤
とう

庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

光
みつ

次
つぐ

は、
1 5 9 5 年（文禄₄年）、徳川家康の命により、

御用彫金師であった後藤徳
とく

乗
じょう

の代わりとして江戸に赴
き、本町１丁目に屋敷を構え、金貨の製造に携わりま
した（以後、金貨の製造は光次を祖とする後藤庄三郎
家が長となって行いました）。「金座」は、江戸のほか
に、京都、佐渡、駿河にも開設されました。当時、製
造所は設けられておらず、幕府から金貨製造の許可を
得た「金吹き」と呼ばれる小判師が、後藤家の指図の

下、自宅で判金を製造していました。判金は、後藤家
の屋敷内に設けられた後藤役所で検定され、後藤家の
極印を打たれて初めて貨幣としての価値が生まれまし
た。その後、1 6 9 5 年（元禄₈年）に慶長金が元禄金
に改鋳される際、江戸の本郷霊雲寺近辺に吹

ふき

所
しょ

（製造
所）が設置されました。この時、京都など各地の小判
師は江戸に呼び戻され、後藤役所で行われていた検定・
極印打ちを含む製造作業はすべて本郷の製造所に集約
されました。しかし、1 6 9 8 年（元禄 1 1 年）には本
郷の吹所が廃止され、再び本町₁丁目の後藤家の屋敷
で製造作業が行われるようになり、幕末まで続きまし
た。なお、「金座」は、当初「小判座」（佐渡は小判所）
と呼ばれていましたが、「金座」と呼称されるように
なり、京都、佐渡は江戸金座の出張所となりました（駿
河は 1 7 世紀初頭に廃止）。

「軍票」とは…「銀座」があるなら�
� 「金座」もある !?
─ 金座跡に建つ日本銀行本店 ─ 

江戸の金座絵巻
（左側）
「出来金改所（できがねあらためじょ）」
… �出来上がった小判の形状、量目を検査し、形の不整なものを

除き表裏の極印を改める。

（右側）
「分棹裁切場（ぶざおたちきりば）・分棹改場（ぶざおあらためば）」
… �小判の幅に延ばした金の細長い板 （分棹） を切断し、その重量

を秤る。

さて、後藤家の屋敷があった「本町１丁目」は、
現在の日本橋本石町に当たります。すなわち、

日本銀行の本店建物は、まさに江戸時代の「金座」跡に
建っているのです。日本銀行は 1 8 8 2 年（明治 1 5 年）、
永代橋のたもとの旧北海道開拓使東京出張所の建物で

業務を開始し、1 8 9 6 年（同 2 9 年）に現在の場所へ
移転しましたが、旧館本館の建築中（1 8 9 0 年＜明治
2 3 年＞着工）は、かなりの金粒が採取されたと言わ
れています。

日露戦争軍用手票

南方開発金庫券

また、第二次大戦末期以降、諸外国に進駐した連合
軍は多くの軍票を発行し、 日本本土でも 1 9 4 5

年（昭和 2 0 年）₈月末頃から「Ｂ号円表示補助通貨」

（以下、「Ｂ式軍票」） を発行しました。 日本政府は軍票
の乱発によるインフレーションの助長などを懸念し、
連合軍に軍票の発行取り止めを強く要請するなど、精
力的な交渉を行いました。その結果、連合軍は日本政
府の要請を受け入れ、翌月上旬には「Ｂ式軍票」の回
収を開始したため、本土での本格的な使用は回避され
ました。もっとも、回収された「Ｂ式軍票」は未発行
分とともに琉球（沖縄県および鹿児島県の一部）に回送
され、「Ｂ円」の呼称で 1 9 5 8 年（昭和 3 3 年）まで
法貨として使用されました。

Ｂ式軍票

ところで、わが国の軍票の起源を知っています
か？ それは、「西南の役」（ 1 8 7 7 年＜明治 1 0

年＞）に際し、軍資金に窮した薩摩軍が発行した「西郷
札」と呼ばれる₆種類の布製（紙の表裏に布を貼り合
わせ）の軍用紙幣であるとされています。

もっ と も、「 西 郷 札 」
は反政府軍が発行し

たものであるため、厳密な
意味では軍票ではありませ
ん。

西郷札

日清戦争（ 1 8 9 4 〜 9 5 年） ₅種類　　
日露戦争（ 1 9 0 4 〜 0 5 年） ₆ 〃 　　
青島出兵（ 1 9 1 4 〜 2 2 年） ₆ 〃 　　
シベリア出兵（ 1 9 1 8 〜 2 2 年） ₆ 〃 　　
日中戦争

（ 1 9 3 7 〜太平洋戦争へ） 3 5  〃 以上
太平洋戦争（ 1 9 4 1 〜 4 5 年） 5 0  〃 以上
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第二次大戦後のわが国では、戦災により企業等の
生産設備が打撃を受け、生活物資の供給不足が

生じました。そうした中で、旧軍人への退職金の支払
いなどにより臨時軍事費の支出が嵩

かさ

み、これに伴い、
物価が高騰し、預貯金の引き出しが激しくなり、銀行
券の発行高が急激に増えるなど、猛烈なインフレー 
ションに見舞われました。

政府は、この激しいインフレーションに対処する
ため、1 9 4 6 年（昭和 2 1 年）₂月 1 6 日、「総

合インフレ対策」を発表しました。この総合対策の柱
となったのが、「金融緊急措置令」 と 「日本銀行券預入
令」です。これらは、
①�同年₂月 1 7 日以降、 全金融機関の預貯金を封鎖する、
②�流通している十円以上の銀行券（旧券）を同年₃月₂

日限りで無効とする（同年₂月 2 2 日、五円券追加）、
③�同年₃月₇日までに旧券を強制的に預入させ、既存

の預金とともに封鎖する一方、新様式の銀行券（新
円）を同年₂月 2 5 日から発行し、一定限度内に限っ
て旧券との引き換えおよび新円による引き出しを認
める、

というものでした。
これが、いわゆる「新円切り替え」です。

さて、この総合対策の一環として、様式を変更し
た新しい銀行券の発行と、旧様式券の流通停止

を準備していましたが、同対策の実施時期が当初想定
より半年程度繰り上げられたため、新様式券（Ａ一円・
五円・十円・百円券）の製造が時間的に間に合いませ
んでした（発行開始は、Ａ百円および十円券が₃月₁
日、Ａ五円券が同月₈日、Ａ一円券が同月 2 0 日）。
そこで政府は、新様式券の代わりに、同年₂月 2 0 日
公布の「日本銀行券預入令ノ特例ノ件」によって、千
円、二百円、百円および十円の証紙₄種（唐草模様を
あしらった簡単なもので、大きさは縦 2 7 ｍｍ×横
1 8 ｍｍ程度）を発行し、これを旧券の表面に貼付す
ることで臨時的に新円と見なすこととしました。これ
が、「証紙貼付銀行券」と呼ばれるものです。

新円切り替えと証紙貼付銀行券

証紙は、日本銀行のほか、各地の金融機関に配布
され、１枚１枚の銀行券に糊付けする作業が徹

夜で行われたと言われています。また、こうした通貨
措置計画は秘密裏に進められていましたが、いつのま
にか国民に知れ渡るようになってしまいました。「五円
以下の小額紙幣は封鎖を免れる」というので、多くの
駅で十円券や百円券で五円以下の釣り銭目当てに切符
を買おうとする人々が長蛇の列を作ったほか、たばこ

屋でも同じような現象が見られた（当時ピースという
煙草が七円だったため十円券で買入れ）、というエピ
ソードが残っています。

なお、臨時的に発行された証紙貼付銀行券は、
徐々に新様式券の発行元が充実していったため、

1 9 4 6 年（昭和 2 1 年）1 0 月末をもって通用が停止さ
れました。

証紙

証紙貼付銀行券 証紙を貼る作業風景
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１ 9 4 6 年（昭和 2 1 年）の新円切り替えに伴い、
Ａ系列の日本銀行券が発行されました（ P . 2 3

参照）。ここでその製造・発行にまつわるエピソード
を紹介します。

１ 9 4 5 年（昭和 2 0 年）1 0 月 2 5 日、大蔵省金融
局は、同省印刷局および凸版印刷などの民間印

刷業者（₄社）に対し、新しい様式の銀行券の図案作
成を指示しました（一円、五円、十円、百円、五百円、
千円の₆券種）。金融局は、全部で 5 3 点提示された
図案の中から凸版印刷が作成した図案を採用し、新し
い銀行券を発行する準備を始めました。ところが、直
後の同年 1 1 月 2 8 日、G H Q  （連合国最高司令部） が

日本政府に対して、『新通貨発行の統制方及流通通貨
量報告方に関する総司令部覚書』 を発出し、 「新様式の
通貨の製造・発行は事前承認を要する」としました。
そのうえ、 「高額券の発行はインフレを助長する恐れが
あるため、好ましくない」と指摘してきました。

これを受けて金融局は、高額券（五百円、千円）
の発行を取り止め、百円券（図柄＜以下同じ＞：

弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

像）、十円券（伐
ば

折
ざ

羅
ら

大将＜新薬師寺十二神
将の₁つ＞像）、五円券（彩紋模様）および一円券

（武
たけの

内
うちの

宿
すく

禰
ね

＜天皇の家臣として活躍した記紀伝承上の
人物＞像）の₄券種について、同年 1 2 月 1 2 日にＧＨＱ
に対して製造・発行の承認を申請しました。

しかし今度は、ＧＨＱは「伐折羅大将の形相は戦
争に敗れた日本国民の憤怒を、また弥勒菩薩の

表情は国民の悲痛の感情を表している。さらに、武内
宿禰は軍国主義のシンボルであり、いずれも肖像とし
てふさわしくない」として、五円券以外の図柄を変更
するよう求めてきました。発行期日を間近に控え、金
融局は改めて図柄を一から検討する時間的余裕がな
かったため、これへの対応として、
①�百円券は既に通用していた「い百円券」（聖

しょう

徳
とく

太
たい

子
し

像）
の刷色を変更して、新円標識（天平雲と桜花）を追
加する、

②十円券は伐折羅大将像を国会議事堂に変更する、
③一円券は武内宿禰像を二

にの

宮
みや

尊
そん

徳
とく

像に変更する、
といった修正を施したうえで、ＧＨＱに再申請し、よ
うやく 1 9 4 6 年（昭和 2 1 年）₃月からの発行にこぎ

着けました。

こうした苦労の末に流通し始めた新しい銀行券で
したが、敗戦後間もないという世相を反映して

か、国民の間では、とくに十円券に対し、さまざまな
噂や憶測が、まことしやかに囁

ささや

かれたそうです。これ
は例えば、
①�券表面の図柄は左が「米」、右が「国」、すなわち
「米国」の文字をかたどっている、

②�券表面左に描かれている国会議事堂が十字架の中に
押し込められており、身動きが取れなくなっている、

③�券表面右に描かれている皇室のシンボルである菊の
紋章が十字架の鎖につながれている、

④�券裏面に描かれている小さな花模様の数が米国の州
の数（当時）と同じ 4 8 個である、

といったものでした。

デザインの変更を余儀なくされた日本銀行券

弥勒菩薩像の原案

伐折羅大将像の原案

（写真提供／凸版印刷株式会社）

A十円券表面

同裏面

見
本

見
本
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製造後の情勢等の変化により、発行されるに至ら
なかった日本銀行券があります。ここでは、そ

の中のいくつかを紹介します。

まずは、1 9 2 7 年（昭和₂年）の金融恐慌時に緊
急製造された「甲五十円券」（裏白五十円券）

です。この銀行券は、「乙二百円券」（裏白二百円券）
とほぼ同時に、極めて短期間に製造されたもので、「乙
二百円券」と同様、裏面には何も印刷されていません
でした。大蔵省は、緊急事態が終息すれば回収する方針

の下、同じ日にこれらの発行の告示を行いました。し
かし、「甲五十円券」の発行予定日より１日早く発行
された 「乙二百円券」 や一連の緊急措置によって､金融
恐慌が鎮静化に向
かったことから、
用意していた「甲
五十円券」は結果
的に発行されませ
んでした。

発行されなかった日本銀行券

次の未発行銀行券は、第二次大戦末期から終戦直
後（ 1 9 4 5 年＜昭和 2 0 年＞）にかけて緊急準

備用として製造された「は十円券」、「い五百円券」、
「い千円券」です。もっとも、これらと同じ用途で、少し
前（ 1 9 4 4 年＜昭和 1 9 年＞）に製造された「ろ十円
券」および「ろ百円券」は、印刷様式を簡略化したも
のでしたが発行されました。しかし、1 9 4 5 年（昭和
2 0 年）に製造された「は十円券」、「い五百円券」、

「い千円券」は、出来栄えが優れず銀行券として適当で
ないという理由から、告示が出ないまま未発行に終わ
りました。

なお、「は十円券」については、偶然印刷工場を
視察した大蔵大臣が印刷中の銀行券を見て、従前

の十円券よりも小型で、あまりに貧弱な銀行券であっ

たため、かえってインフレ心理を煽り、日本の国力の
衰退を大衆に印象づける恐れがあると判断して、その
告示と発行を取り止めたとされています。

い千円券い五百円券

は十円券

続いて、1 9 4 6 年（昭和 2 1 年）に製造された「Ａ
千円券」です。この銀行券は、1 9 4 5 年（昭和

2 0 年）₈月発行の甲千円券の図柄（日
や ま と

本武
たけるの

尊
みこと

と建部
神社）に新円標識（天平雲と桜花）を追加し、刷色を
変えることで G H Q （連合国最高司令部）に製造に
関する許可申請を行い、その承認を得ましたが、本券
の発行によるインフレーションの刺激が懸念されたこ

とや券面に兌換券
表示が残っていた
ことから発行が見
送られ、大蔵省の
発行告示もないま
ま未発行に終わり
ました。

Ａ千円券

甲五十円券

■「日本銀行金融研究所貨幣博物館」、1987年

■ �日本銀行金融研究所「貨幣博物館　常設展示図録」

ときわ総合サービス、2017年

■ 日本銀行調査局「図録　日本の貨幣１」　東洋経済新報社、1972年

■ 日本銀行調査局「図録　日本の貨幣７」　東洋経済新報社、1973年

■ 日本銀行調査局「図録　日本の貨幣８」　東洋経済新報社、1975年

■ 日本銀行調査局「図録　日本の貨幣９」　東洋経済新報社、1975年

■ 日本銀行券研究会「お金もの知り博士」　ときわ総合サービス、1997年

■ 大蔵省印刷局「お札なぜなぜ質問箱」　1992年

■ 田中哲二「お金の履歴書」　東洋経済新報社、1984年

■ 植村　峻「紙幣肖像の歴史」　東京美術、1989年

「お札の文化史」　NTT出版株式会社、1994年
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